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春
日
井
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
広

く
親
し
ま
れ
て
い
る
納
涼
ま
つ
り

が
、３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
46
回
目
と
な
る
今
回
は
、感
染
症

対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催
さ
れ
、盆

踊
り
や
氷
の
彫
刻
、納
涼
夜
店
な
ど

で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大
会
で

は
、迫
力
満
点
の
花
火
が
春
日
井
の

夜
空
を
彩
り
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、喜
び
に
満
ち
溢
れ
た
笑
顔
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
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長
寿
を
祝
い
、
日
頃
の
感
謝
を
伝
え
た
い
！

　

日
本
人
の
平
均
寿
命（
２
０
２
１

年
）
は
、
女
性
が
８
７
．５
７
歳
、

男
性
が
８
１
．４
７
歳
で
、
今
後

も
伸
び
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
る
研
究
で
は
、
日

本
で
２
０
０
７
年
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
半
数
は
１
０
０
歳
以

上
生
き
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

が
22
世
紀
に
向
か
っ
て
生
活
を
し

て
い
ま
す
。

　

長
寿
の
背
景
に
は
、
医
療
の
発

達
、
栄
養
状
態
や
衛
生
環
境
の
改

善
な
ど
が
あ
り
、日
本
社
会
は
「
人

生
１
０
０
年
時
代
」
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ

ト
ン
氏
が
著
書
『
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
（
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト
）

１
０
０
年
時
代
の
人
生
戦
略
』

（
２
０
１
６
）
で
提
唱
し
た
言
葉

で
、
人
が
１
０
０
年
間
生
き
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
社
会
に
お
い

て
、
政
府
や
企
業
、
個
人
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
何
か
、
従
来
と

は
異
な
る
人
生
設
計
を
立
て
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
国
に
お
い
て
、
２
０

１
７
年
９
月
に
、「
人
生
１
０
０

年
時
代
構
想
会
議
」
が
発
足
し
、

超
長
寿
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本

は
今
後
さ
ら
に
超
高
齢
社
会
と
な

り
ま
す
。
超
高
齢
社
会
は
本
市
の

み
な
ら
ず
、
日
本
全
体
で
進
ん
で

お
り
、
地
方
自
治
体
、
さ
ら
に
国

レ
ベ
ル
で
も
取
り
組
む
べ
き
社
会

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

９
月
。
今
年
も
市
内
各
地
で
敬

老
に
ち
な
ん
だ
行
事
が
開
催
予
定

で
、
私
の
と
こ
ろ
へ
も
案
内
が
届

い
て
い
ま
す
。
今
年
は
９
月
19
日

が
「
敬
老
の
日
」。
そ
し
て
、
９

月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
が
「
老
人

週
間
」
で
す
。
ま
ず
は
こ
の
機
会

に
、
長
寿
を
祝
い
、
日
頃
の
感
謝

を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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